
	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「財務諸表の作成と表示の考え方」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第1編 財務会計の基本概念と会計基準
第１章　財務諸表の作成と表示の考え方
第２章　資産負債アプローチと収益費用アプローチ
第３章　会計基準の国際的統合


１　単元の目標
(1) 財務諸表の必要性と意義、作成と財務報告の目的について理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 財務諸表の必要性と意義、作成と表示の目的について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 財務諸表の必要性と意義、作成と表示の目的について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	財務諸表の必要性と意義、作成と財務報告の目的について理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	財務諸表の必要性と意義、作成と表示の目的について、企業活動に関連付けて見いだしている。
	財務諸表の必要性と意義、作成と表示の目的について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 企業会計とは
2 財務会計と管理会計
3 財務報告の目的

	財務報告の目的の学習を通して、財務諸表の必要性を学ぶ意義を考察する。


 
財務報告の目的の学習を通して、財務諸表の必要性
4 財務諸表の構成要素
5 財務諸表における認識と測定

	財務諸表の構成要素、認識と測定について理解させる。



	

態







知

	






	

・　財務諸表の構成要素を調べることで企業会計の学習に意欲的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート



・　財務諸表の構成要素、認識と測定について理解してる。
ワークシート









	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「資産負債アプローチと収益費用アプローチ」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第1編 財務会計の基本概念と会計基準
第１章　財務諸表の作成と表示の考え方
第２章　資産負債アプローチと収益費用アプローチ
第３章　会計基準の国際的統合


１　単元の目標
(1) 資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方について、企業活動に関連付けて見いだしている。
	資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 資産負債アプローチと収益費用アプローチとは

	資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方について企業実態に関連付けさせて理解させる。



2 各アプローチにおける財務諸表の位置づけ
3 純利益と包括利益
4 包括利益計算書


	知








思
	






	・　資産負債アプローチと収益費用アプローチの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート




・　純利益と包括利益の関連について考察している。
観察・ワークシート






	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「会計基準の国際的統合」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第1編 財務会計の基本概念と会計基準
第１章　財務諸表の作成と表示の考え方
第２章　資産負債アプローチと収益費用アプローチ
第３章　会計基準の国際的統合


１　単元の目標
(1) 会計基準の国際的統合の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 会計基準の国際的統合の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 会計基準の国際的統合の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	会計基準の国際的統合の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	会計基準の国際的統合の考え方について、企業活動に関連付けて見いだそうとしている。
	会計基準の国際的統合の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 わが国の会計基準の特徴
2 会計基準の国際的な動き

	企業の会計基準について学び会計基準の国際的な動きを考察する。



	
態





	






	
・　会計基準の国際的統合の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート










	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「金融商品」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第2編 金融商品
第４章　金融商品
第５章　外貨建取引
第６章　デリバティブ取引


１　単元の目標
(1) 金融商品の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 金融商品の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 金融商品の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	・金融商品について理解し、金銭債権の評価基準や評価方法について理解している。
・貨幣の時間価値の考え方を理解するとともに関連する技術を身に付けている。
	金銭債権の評価について適切な判断をしている。
	金融商品の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 金融資産・金融負債とは
2 金融資産・金融負債の発生と消滅の認識
3 金銭債権の評価

	金銭債権の評価基準について理解し、評価方法の適切な判断ができる。



4 貨幣の時間価値

	貨幣の時間価値の考え方を理解し、割引現在価値について理解する。



5 キャッシュ・フロー見積法

	キャッシュ・フロー見積法の考え方を理解し、正しく記帳することができる。


6 金銭債務の評価
	


思




知



知
	






	

・　金銭債権の評価について適切な判断をしている。
観察・ワークシート


・　割引現在価値について理解し、適切な計算や記帳ができる。
ワークシート

・　キャッシュ・フロー見積法について理解し、適切な計算や記帳ができる。
ワークシート




	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「外貨建取引」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第2編 金融商品
第４章　金融商品
第５章　外貨建取引
第６章　デリバティブ取引


１　単元の目標
(1) 外貨建取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 外貨建取引の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 外貨建取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	外貨建取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	・外貨建取引の会計処理を理解し、為替相場について適切に判断している。
・外貨建有価証券の取得および決算処理について適切な判断をしている。
	外貨建取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 外貨建取引とは

	外貨建取引の考え方とその意義について学びその必要性について考察する。





2 外貨建取引の会計処理

	外貨建取引の考え方を理解し、取引発生時、決済時、決算時の会計処理を理解している。


3 外貨建有価証券の会計処理

	外貨建有価証券の取得および決算処理についてどの為替相場で換算するかを判断することができる。



	態






知




思


	






	・　外貨建取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　外貨建取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート

・　外貨建有価証券の取得および決算処理について適切な判断をしている。
ワークシート




	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「デリバティブ取引」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第2編 金融商品
第４章　金融商品
第５章　外貨建取引
第６章　デリバティブ取引


１　単元の目標
(1) デリバティブ取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) デリバティブ取引の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) デリバティブ取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	デリバティブ取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	デリバティブ取引の考え方について、企業活動に関連付けて見いだそうとしている。
	デリバティブ取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 デリバティブ取引

	デリバティブ取引の考え方とその意義について学びその必要性について考察する。





2 先物取引

	先物取引の考え方を理解し、契約時、決算時、決済時の会計処理を理解している。



3 スワップ取引

	金利スワップ取引の考え方や意義を企業側の立場になって考えることができる。


4 オプション取引

	態






知




思
	






	・　デリバティブ取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　デリバティブ取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート

・　デリバティブ取引の考え方について、企業活動に関連付けて見いだそうとしている。
観察・ワークシート



	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「様々な商品売買取引」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第3編 収益と費用
第７章　様々な商品売買取引
第８章　工事契約


１　単元の目標
(1) 様々な商品売買取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 様々な商品売買取引の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 様々な商品売買取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	様々な商品売買取引の考え方を理解するとともに、収益の計上のタイミングや処理方法について理解している。
	様々な商品売買取引の考え方を理解し、企業活動に関連付けて処理方法を適切に判断することができる。
	様々な商品売買取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 委託販売

	委託販売の考え方を理解し、商品発送時や売上を計上するタイミング、それらの会計処理について理解している。



2 受託販売

	受託販売の考え方を理解し、委託販売と比較し適切な会計処理方法を判断することができる。






	知





思






	






	・　委託販売の考え方を理解するとともに、収益の計上のタイミングや処理方法について理解している。
ワークシート

・　委託販売と比較し受託者側の会計処理を適切に判断している。
ワークシート










	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第二次（　時間）
	3 未着品売買

	未着品売買の考え方を理解し、販売の方法について考え実際の運送業者の業態に関心を持ちながら、会計処理を理解している。



4 試用販売

	試用販売の考え方を理解し、商品発送時や売上を計上するタイミング、それらの会計処理について理解している。






	態





知


	






	・　未着品売買の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　試用販売の考え方を理解するとともに、収益の計上のタイミングや処理方法について理解している。
ワークシート










	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「工事契約」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第3編 収益と費用
第７章　様々な商品売買取引
第８章　工事契約


１　単元の目標
(1) 工事契約の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 工事契約の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 工事契約の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	工事契約の収益認識の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	工事契約の収益認識の考え方について、企業活動に関連付けて見いだそうとしている。
	工事契約の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 工事契約とは
2 工事契約の収益認識

	工事契約の収益認識を理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。



3 工事の進捗度に応じて工事収益を計上する場合
4 原価回収基準

	工事契約の収益認識を理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。



5 工事収益総額・見積工事原価総額の変更

	
思






知
	






	
・　収益認識に関する会計基準について理解し、企業活動に関連付けながら適切な判断をしている。
ワークシート


・　工事契約の収益認識の考え方を理解するとともに、収益の計上のタイミングや処理方法について理解している。
ワークシート






	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「有形固定資産」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第4編 有形固定資産と無形固定資産
第９章　有形固定資産
第10 章　リース取引
第11 章　研究開発費とソフトウェア
第12 章　固定資産の減損


１　単元の目標
(1) 有形固定資産の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 有形固定資産の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 有形固定資産の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	有形固定資産の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	有形固定資産の考え方について、企業活動に関連付けて見いだそうとしている。
	有形固定資産の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 総合償却

	総合償却の考え方とその意義について学びその必要性について考察する。





2 圧縮記帳

	圧縮記帳の考え方を理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。


3 投資不動産
	態






知







	






	・　総合償却の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　圧縮記帳の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート









	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「リース取引」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第4編 有形固定資産と無形固定資産
第９章　有形固定資産
第10 章　リース取引
第11 章　研究開発費とソフトウェア
第12 章　固定資産の減損


１　単元の目標
(1) リース取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) リース取引の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) リース取引の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。 

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	リース取引の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	リース取引の考え方を理解し、リース取引の判定について企業の取引に関連付けて見いだそうとしている。
	リース取引の分類について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 リース取引とは
2 リース取引の分類

	リース取引の分類について学びその必要性について考察する。





3 所有権移転ファイナンス・リース取引と所有権移転外ファイナンス・リース取引

	２つのファイナンス・リース取引を理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。




	
態






思





	






	
・　リース取引の分類について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　リース取引の考え方を理解し、リース取引の判定について企業の取引に関連付けて見いだそうとしている。
観察・ワークシート







	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第二次（　時間）
	4 借手の会計処理
5 貸手の会計処理


	リース取引の借手と貸手の会計処理について理解する。



	
知
	






	
・　リース取引の考え方を理解するとともに、借手と貸手の会計処理を身に付けている。
ワークシート








































	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「研究開発費とソフトウェア」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第4編 有形固定資産と無形固定資産
第９章　有形固定資産
第10 章　リース取引
第11 章　研究開発費とソフトウェア
第12 章　固定資産の減損


１　単元の目標
(1) 研究開発費とソフトウェアの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 研究開発費とソフトウェアの考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 研究開発費とソフトウェアの考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	研究開発費とソフトウェアの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	研究開発費とソフトウェアの考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	研究開発費とソフトウェアの考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 研究開発費とは
2 研究開発費の会計処理

	研究開発費について学びその必要性について考察する。





3 ソフトウェア

	ソフトウェアの制作目的による分類を理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。



	
態






思

	






	
・　研究開発費の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　ソフトウェアの考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
ワークシート







	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「固定資産の減損」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第4編 有形固定資産と無形固定資産
第９章　有形固定資産
第10 章　リース取引
第11 章　研究開発費とソフトウェア
第12 章　固定資産の減損


１　単元の目標
(1) 固定資産の減損の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 固定資産の減損の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 固定資産の減損の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	固定資産の減損の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	固定資産の減損の考え方について理解し、会計処理方法など適切な判断をしている。
	固定資産の減損の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 固定資産の減損とは
2 減損会計の流れ
3 減損の兆候の把握
4 減損損失の認識

	減損損失の認識を理解し、適切な処理方法を判断することができる。



5 減損損失の測定

	減損損失の測定を理解し、適切な会計処理をすることができる。



	


思




知






	







	


・　減損損失の認識について理解し、適切な判断をしている。
観察・ワークシート

・　減損損失を認識すべきであると判定された資産や資産グループについて減損損失の測定を行い処理ができている。
ワークシート








	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「社債」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 5編 固定負債
第13 章　社債
第14 章　退職給付会計
第15 章　資産除去債務


１　単元の目標
(1) 社債の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 社債の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 社債の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	社債の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	社債の考え方について、企業活動に関連付けて見いだそうとしている。
	社債の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 社債とは

	社債について学び株式の発行や借入金と比較し、その必要性について考察する。





2 社債を発行したとき
3 社債利息を支払ったとき

	社債の発行や利息の支払いについて理解し、適切な会計処理をすることができる。




	態







知









	






	・　社債の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート


・　社債の発行や利息の支払いについて適切な会計処理をすることができる。
ワークシート






	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第二次（　時間）
	4 決算のとき

	社債の評価について理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。



5 社債の償還

	社債の償還方法について理解し、適切な会計処理をすることができる。



	思




知





	






	・　決算時における社債の評価について理解し、適切な判断をすることができる。
観察・ワークシート

・　社債の償還方法について理解し、満期償還・抽選償還・買入償還について適切な会計処理をすることができる。
ワークシート







	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「退職給付会計」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 5編 固定負債
第13 章　社債
第14 章　退職給付会計
第15 章　資産除去債務


１　単元の目標
(1) 退職給付会計の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 退職給付会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 退職給付会計の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。


２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	退職給付会計の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	退職給付会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	退職給付会計について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 退職給付会計

	退職給付会計について学び退職給付会計の必要性について考察する。




2 退職給付会計の会計処理
3 退職給付債務
4 年金資産
5 退職給付費用
6 期中の退職給付の増減
7 退職給付引当金の内訳のまとめ

	退職給付会計について理解し、適切な会計処理をすることができる。




	態










知
	






	・　退職給付会計について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート





・　退職給付会計の考え方を理解するとともに、適切な会計処理ができる。
ワークシート





	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第二次（　時間）
	8 数理計算上の差異

	数理計算上の差異について理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。



9 過去勤務費用

	過去勤務費用について理解し、適切な会計処理方法を判断することができる。



	
思



思
	






	・　数理計算上の差異について理解し、適切な判断をすることができる。
観察・ワークシート

・　過去勤務費用について理解し、適切な判断をすることができる。
観察・ワークシート







	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「資産除去債務」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 5編 固定負債
第13 章　社債
第14 章　退職給付会計
第15 章　資産除去債務


１　単元の目標
(1) 資産除去債務の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 資産除去債務の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 資産除去債務の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	資産除去債務の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	資産除去債務の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	資産除去債務について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 資産除去債務とは

	資産除去債務について学び資産除去債務の必要性について考察する。





2 資産除去債務の会計処理

	資産除去債務について理解し、適切な会計処理をすることができる。



	態






知
	










	・　資産除去債務について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　資産除去債務の考え方を理解するとともに、適切な会計処理ができる。
ワークシート









	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「純資産」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 6編 純資産
第16 章　純資産
第17 章　新株予約権
第18 章　ストック・オプション
第19 章　分配可能額



１　単元の目標
(1) 純資産の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 純資産の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 純資産の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	純資産の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	純資産の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	純資産について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 純資産とは
2 純資産の分類

	純資産分類について学びその意味について考察する。





3 株主資本の計数の変動

	株主資本の計数の変動について理解し、適切な処理方法を判断することができる。





	
態






思
	






	
・　純資産について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート


・　株主資本の計数の変動について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
ワークシート







	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「新株予約権」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 6編 純資産
第16 章　純資産
第17 章　新株予約権
第18 章　ストック・オプション
第19 章　分配可能額



１　単元の目標
(1) 新株予約権の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 新株予約権の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 新株予約権の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。


２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	新株予約権の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	新株予約権の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	新株予約権について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 新株予約権とは
2 新株予約権を発行したとき

	新株予約権について学びその意味について考察する。





3 新株予約権が権利行使されたとき

	新株予約権について理解し、適切な処理方法を判断することができる。



4 権利行使期間が満了したとき

	
態






思
	






	
・　新株予約権について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　新株予約権について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
ワークシート






	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ストック・オプション」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 6編 純資産
第16 章　純資産
第17 章　新株予約権
第18 章　ストック・オプション
第19 章　分配可能額



１　単元の目標
(1) ストック・オプションの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) ストック・オプションの考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) ストック・オプションの考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	ストック・オプションの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	ストック・オプションの考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	ストック・オプションについて自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 ストック・オプションとは
2 権利確定日以前の会計処理

	ストック・オプションの会計処理について理解し、適切な処理方法を判断することができる。



3 権利確定後の会計処理

	ストック・オプションについて理解し、適切な会計処理をすることができる。



	
思





知
	






	
・　ストック・オプションの考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
観察・ワークシート

・　ストック・オプションの考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート









	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「分配可能額」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 6編 純資産
第16 章　純資産
第17 章　新株予約権
第18 章　ストック・オプション
第19 章　分配可能額



１　単元の目標
(1) 分配可能額の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 分配可能額の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 分配可能額の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	分配可能額の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	分配可能額の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	分配可能額について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 分配可能額とは

	分配可能額について学びその必要性について考察する。




2 剰余金とは
3 分配可能額の計算方法

	分配可能額について理解し、適切な会計処理をすることができる。



	態






知


	






	・　分配可能額について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　分配可能額の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート







	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「税効果会計」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第 7編 税効果会計
第20 章　税効果会計




１　単元の目標
(1) 税効果会計の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 税効果会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 税効果会計の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	税効果会計の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	税効果会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	税効果会計について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 税効果会計とは
2 将来減算一時差異と将来加算一時差異
3 将来減算一時差異の会計処理

	税効果会計について理解し、将来減産一時差異の適切な会計処理をすることができる。



4 将来加算一時差異の会計処理

	税効果会計について理解し、適切な処理方法を判断することができる。



5 ヘッジ会計の税効果会計


	

知




思

	






	

・　税効果会計の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート

・　将来加算一時差異の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
観察・ワークシート







	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「キャッシュ・フロー計算書」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第8編 キャッシュ・フロー計算書
第21 章　キャッシュ・フロー計算書



１　単元の目標
(1) キャッシュ・フロー計算書の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) キャッシュ・フロー計算書の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) キャッシュ・フロー計算書の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	キャッシュ・フロー計算書の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	キャッシュ・フロー計算書の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	キャッシュ・フロー計算書について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 キャッシュ・フロー計算書とは
2 キャッシュ・フロー計算書の必要性

	キャッシュ・フロー計算について学びその必要性について考察する。




3 キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
4 キャッシュ・フロー計算書の表示区分
5 営業活動によるキャッシュ・フローの表示方法
6 直接法

	直接法における営業活動によるキャッシュ・フローの区分について理解し、適切な処理をすることができる。



7 間接法
	
態










知




	






	
・　キャッシュ・フロー計算書について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート





・　キャッシュ・フロー計算書の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート





	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「企業結合会計」


	
	［指導項目］　　　　　　　　　　　　　　
第9編 企業集団の会計
第22 章　企業結合会計
第23 章　連結財務諸表（その１)
第24 章　連結財務諸表（その２）
第25 章　連結財務諸表（その３）
第26 章　持分法



１　単元の目標
(1) 企業結合会計の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 企業結合会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 企業結合会計の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。


２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	企業結合会計の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	企業結合会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	企業結合会計について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 企業結合とは
2 企業結合の形態
3 企業結合の会計処理

	企業結合について理解し、適切な処理方法を判断することができる。




4 吸収合併の会計処理

	吸収合併について理解し、適切な会計処理をすることができる。



	

思





知
	






	

・　企業結合会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
観察・ワークシート

・　吸収合併の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート







	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「連結財務諸表（その１）」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第9編 企業集団の会計
第22 章　企業結合会計
第23 章　連結財務諸表（その１)
第24 章　連結財務諸表（その２）
第25 章　連結財務諸表（その３）
第26 章　持分法



１　単元の目標
(1) 連結財務諸表の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 連結財務諸表の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 連結財務諸表の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	連結財務諸表の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	連結財務諸表の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	連結財務諸表について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 連結財務諸表とは

	連結財務諸表について学びその必要性について考察する。




2 連結財務諸表の作成
3 支配獲得日の連結
4 子会社の資産・負債の時価評価
5 投資と資本の相殺消去
6 支配獲得後１期目の連結

	連結財務諸表の作成について理解し、適切な会計処理をすることができる。




	態









知
	






	・　連結財務諸表について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート




・　支配獲得後１期目の連結の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート





	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「連結財務諸表（その２）」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第9編 企業集団の会計
第22 章　企業結合会計
第23 章　連結財務諸表（その１)
第24 章　連結財務諸表（その２）
第25 章　連結財務諸表（その３）
第26 章　持分法



１　単元の目標
(1) 連結財務諸表の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 連結財務諸表の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 連結財務諸表の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	連結財務諸表の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	連結財務諸表の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	連結財務諸表について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 支配獲得までの株式の段階取得

	株式の段階取得について理解し、適切な処理方法を判断することができる。



2 支配獲得後の追加取得
3 子会社株式の一部売却

	子会社株式の一部売却について理解し、適切な会計処理をすることができる。





	思





知
	








	・　株式の段階取得の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、会計処理のための適切な判断をしている。
観察・ワークシート

・　子会社株式の一部売却の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート






	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「連結財務諸表（その３）」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第9編 企業集団の会計
第22 章　企業結合会計
第23 章　連結財務諸表（その１)
第24 章　連結財務諸表（その２）
第25 章　連結財務諸表（その３）
第26 章　持分法



１　単元の目標
(1) 連結財務諸表の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 連結財務諸表の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 連結財務諸表の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	連結財務諸表の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	連結財務諸表の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	連結財務諸表について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 連結税効果会計

	連結税効果会計について理解し、適切な処理方法を判断することができる。




2 連結財務諸表の作成

	連結財務諸表の作成をすることができる。




3 連結キャッシュ・フロー計算書

	連結キャッシュ・フロー計算書について理解し、適切な会計処理をすることができる。



	思





知




知
	






	・　連結税効果会計の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
観察・ワークシート

・　連結財務諸表の作成の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート

・　連結キャッシュ・フロー計算書の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート




	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「持分法」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第9編 企業集団の会計
第22 章　企業結合会計
第23 章　連結財務諸表（その１)
第24 章　連結財務諸表（その２）
第25 章　連結財務諸表（その３）
第26 章　持分法



１　単元の目標
(1) 持分法の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 持分法の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 持分法の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	持分法の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	持分法の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	持分法について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 持分法とは

	持分法について学びその必要性について考察する。




2 持分法の適用範囲

3 持分法の会計処理

	持分法について理解し、適切な会計処理をすることができる。



	態







知
	








	・　持分法について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート



・　持分法の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート






	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「財務諸表分析」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第10編 財務諸表分析
第27 章　財務諸表分析


１　単元の目標
(1) 財務諸表分析の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 財務諸表分析の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
[bookmark: _GoBack](3) 財務諸表分析の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む。

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	財務諸表分析の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	財務諸表分析の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
	財務諸表分析について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 連結財務諸表を用いた財務諸表分析

	連結財務諸表を用いた財務諸表分析について学びその必要性について考察する。




2 有価証券報告書
3 連結財務諸表分析

	連結財務諸表分析について理解し、適切な処理方法を判断することができる。



4 四半期報告書
5 株価関連指標
6 企業価値

	企業価値の算出方法について理解し、適切な会計処理をすることができる。



	態






思






知
	






	・　財務諸表分析について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート

・　連結財務諸表分析の考え方について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をしている。
観察・ワークシート


・　企業価値の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
ワークシート




	商業科　「財務会計２」


	単元名　　　　　　　　　　　　　　　　　

「監査と職業会計人」


	
	〔指導項目〕　　　　　　　　　　　　　　
第11編 監査と職業会計人
第28 章　監査と職業会計人


１　単元の目標
(1) 財務諸表監査の考え方を理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
(2) 財務諸表監査の考え方について、企業活動に関連付けて見いだす。
(3) 財務諸表監査の考え方について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組む

２　単元の評価規準
	知識・技術
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	財務諸表監査について理解するとともに、関連する技術を身に付けている。
	財務諸表監査について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をするとともに、表現している。
	財務諸表監査について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。



３　指導と評価の計画（　時間）
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考（評価規準・評価方法）

	第一次（　時間）
	1 財務諸表の開示と監査

	財務諸表監査について学びその必要性について考察する。




2 会社法監査制度と金融商品取引法監査制度
3 財務諸表監査の仕組み
4 監査意見形成の流れ

	財務諸表監査の流れについて理解し、監査リスク合理的に低い水準とするための必要事項を考え表現することができる。



5 監査意見の表明
6 監査の品質管理
7 職業会計人の職務
	態







思
	






	・　財務諸表監査について自ら学び、適正な会計情報の提供と効果的な活用に主体的かつ協働的に取り組もうとしている。
観察・ワークシート


・　財務諸表監査について、企業活動に関連付けて見いだし、適切な判断をするとともに、表現している。
観察・ワークシート
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